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最
高
令
者
は
長
井
ョ
シ
ノ
（
 97
 

才
）
さ
ん
 

H 
暴
力
追
放
は
皆
ん
な
の
手
で
H
 

昭
和
 61
 

年
度
の
敬
老
会
が
9
月
 15
 

日
 

敬
老
の
日
に
行
わ
れ
、
午
前
 10
 

時
に
は
 

会
場
の
町
民
体
育
館
は
お
年
寄
た
ち
で
 

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
は
m
名
で
す
。
 

ま
ず
あ
い
さ
つ
の
中
で
中
島
町
長
は
 

「
町
制
施
行
が
昭
和
 31
 

年
、
今
年
で
 30
 

周
年
を
迎
え
る
、
本
来
な
ら
ば
町
を
あ
 

げ
て
お
祝
い
し
た
い
が
国
の
許
可
が
な
 

い
と
そ
れ
も
で
き
な
い
、
そ
れ
で
も
何
 

と
か
し
た
い
と
今
研
究
中
で
あ
る
。
 

ま
た
、
産
炭
地
、
産
炭
地
と
い
っ
て
 

き
た
が
、
国
の
方
で
は
通
ら
な
く
な
っ
 

た
が
、
何
ら
か
の
形
で
方
城
町
の
振
興
 

を
図
り
、
楽
し
い
暮
ら
し
の
出
来
る
す
 

ば
ら
し
い
町
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

と
思
う
」
 
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
記
念
 

品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
県
知
事
記
念
品
贈
 

呈
で
は
鰯
名
が
贈
呈
を
受
け
、
町
長
記
 

念
品
贈
呈
、
社
会
福
祉
協
議
会
祝
金
及
 

の
記
念
品
賊
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●
夫
婦
最
高
令
者
 
小
野
鶴
松
 
92
 

才
 

小
野
ヒ
チ
子
 
83
 

才
 

●
最
高
令
者
 

長
井
ョ
シ
ノ
 

97
 

才
 

（
敬
称
略
）
 

来
賓
祝
辞
で
原
田
議
長
は
「
高
令
者
 

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
福
祉
行
政
に
力
 

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
 

い
る
が
、
方
城
町
は
再
建
団
体
で
何
か
 

と
不
自
由
を
お
か
け
し
て
い
る
。
皆
さ
 

ん
方
に
は
少
し
で
も
元
気
に
毎
日
を
通
 

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
来
年
も
こ
の
会
 

場
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

式
典
の
最
後
を
か
ざ
る
謝
辞
で
は
、
 

老
人
会
会
長
の
永
末
義
雄
さ
ん
が
、
 
「 

一
期
町
は
財
政
の
苦
し
い
中
で
我
々
の
 

た
め
に
こ
う
い
う
催
し
を
開
催
し
て
い
 

た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
る
。
我
々
も
刺
 

激
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
ボ
ケ
な
い
よ
 

う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

演
芸
の
部
で
は
中
古
門
支
部
の
舞
踊
 

「
ま
つ
り
」
を
皮
切
り
に
 13
 

支
部
（
方
 

城
町
婦
人
会
）
の
す
ば
ら
し
い
踊
り
が
 

行
わ
れ
、
お
年
寄
た
ち
は
、
楽
し
い
一
 

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

十
月
の
こ
よ
み
と
 

1
日
 

ガ
 

9
日
 

10
 

日
 

14
 

日
 

18
 

日
 

共
同
募
金
運
動
（
5
 12
 

月
 31
 

日） 

輸
入
拡
大
月
間
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

体
育
の
日
 

目
の
愛
護
デ
ー
 

鉄
道
記
念
日
 

統
計
の
日
 

「
小
さ
な
こ
と
で
も
一
一
〇
番
」
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第
十
六
回
町
民
運
動
会
 

野

添

常

会

が

優

勝

 

で
 

ど
ん
よ
り
と
雲
が
お
お
い
か
ぶ
さ
り
 

雨
が
心
配
さ
れ
た
9

月
 14
 

日
、
第
 16
 

回
 

町
民
運
動
会
が
 32
 

常
会
参
加
の
も
と
に
 

開
催
さ
れ
、
野
添
常
会
が
優
勝
旗
を
手
 

中
に
収
め
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
午
前
8
 

時
 30
 

分
に
選
手
た
ち
は
集
合
し
、
ま
ず
 

優
勝
旗
の
返
還
、
続
い
て
大
会
実
行
委
 

員
長
の
あ
い
さ
っ
、
審
判
長
か
ら
競
技
 

上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
 

り
、
い
よ
い
よ
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
 

た。 心
配
さ
れ
た
空
模
様
は
だ
ん
だ
ん
快
 

方
に
む
か
い
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

息
づ
ま
る
熱
戦
の
対
抗
競
技
と
の
合
 

間
に
は
、
な
ご
や
か
に
オ
ー
プ
ン
競
技
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
運
動
会
の
特
色
と
し
て
、
オ
 

ー
プ
ン
競
技
に
新
種
目
を
と
り
入
れ
運
 

動
会
を
一
段
と
盛
り
あ
げ
ま
し
た
o
 

中
間
得
点
で
二
位
の
野
添
常
会
が
、
 

そ
の
後
の
競
技
で
が
ん
ば
り
、
総
合
得
 

点
 59
 

点
で
二
位
の
宝
珠
常
会
に
1
点
差
 

で
優
勝
旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
o
 

ー
第
三
十
三
回
町
民
囲
碁
大
会
開
催
 

囲
碁
を
通
じ
て
親
睦
の
和
を
広
め
る
ー
 

8
月
 31
 

日
、
中
央
公
民
館
和
室
に
お
 

い
て
、
町
民
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
し
 

た。 こ
の
大
会
は
、
囲
碁
の
向
上
及
び
囲
 

碁
を
通
じ
て
親
睦
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
 

旨
の
も
と
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
今
回
 

で
 33
 

回
目
を
迎
え
ま
す
。
 

こ
の
日
午
前
 10
 

時
に
は
、
町
内
の
囲
 

碁
フ
ァ
ン
が
 30
 

名
集
合
し
ま
し
た
。
ま
 

ず
前
回
優
勝
者
の
優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還
 

続
い
て
対
戦
ル
ー
ル
の
説
明
の
後
、
A
 

級
（
有
段
者
）
B
級
（
1
級
2
5

級） 

田
川
郡
消
防
団
員
教
養
及
び
訓
練
 

田
川
郡
一
般
消
防
団
員
教
養
及
び
訓
 

練
を
、
9

月
 28
 

日
午
前
9

時
か
ら
方
城
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
及
び
町
民
体
育
館
で
行
 

い
ま
し
た
。
 

消
防
団
員
は
火
災
、
及
び
災
害
発
生
 

時
に
本
来
の
業
務
を
投
げ
う
っ
て
、
地
 

域
の
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
、
あ
え
 

て
危
険
な
任
務
に
当
っ
て
い
ま
す
。
 

主
に
新
入
団
員
を
対
象
と
し
て
毎
年
 

一
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
方
 

城
町
で
開
催
、
田
川
郡
9

カ
町
村
の
消
 

防
団
員
1
0
0

名
が
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
 

集
合
し
ま
し
た
。
 

地
元
町
長
の
中
島
町
長
、
消
防
組
合
の
 

パチリパチリと音が聞こえてきそうですね 

c
級
（
6
級
以
下
）
と
3

ブ
ロ
ッ
ク
に
 

分
か
れ
て
い
よ
い
よ
対
局
が
開
始
さ
れ
 

方

城

町

で

開

催

ー

 

立
野
消
防
長
、
及
び
消
防
協
会
田
川
郡
 

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

C B A 
三 二 優 級 三 二 優 級 三 二 優 級 

位 位 勝 位 位 勝 位 位 勝 

水

上

時

崇

 

中

島

義

博

 

亀
 
田

春

人

 

仲

島

憲

彦

 

勝

木

高

治

 

葛

原

直

文

 

和

田

菖

雄

 

中

山

権

治

 

斉

藤

輝

男

 

（
敬
称
略
）
 

人形にて心臓マッサージ 

お
互
い
D
人
雀
を
尊
重
ノ
、
遮
工
刊
D

よ
八
む
ブ
／
、
J
」r 

舞
致
改
藁
）
欝
鎌
翼
？
答
康
醸
 

方
城
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
勝
 

木
一
郎
会
長
）
は
、
昭
和
 60
 

年
 10
 

月、 

町
長
か
ら
町
行
政
全
般
に
わ
た
る
制
度
 

及
び
運
営
に
つ
い
て
、
改
善
方
策
に
関
 

す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
、
5

カ
月
間
、
 

8
回
に
わ
た
り
具
体
的
な
検
討
を
行
い
 

精
力
的
に
審
議
を
重
ね
、
次
の
と
お
り
 

答
申
し
た
。
 

行
政
改
革
の
理
念
と
基
本
方
針
 

行
政
改
革
の
理
念
 

本
町
に
お
け
る
行
政
改
革
の
課
題
は
 

そ
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
容
易
に
達
成
 

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
次
の
確
固
 

と
し
た
理
念
を
基
礎
に
お
き
、
そ
れ
に
 

支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
 

る
も
の
と
確
信
す
る
。
 

行
政
改
革
の
理
念
と
し
て
「
町
民
の
 

た
め
の
町
民
に
よ
る
行
政
改
革
で
あ
る
 

」
方
城
町
の
行
政
は
方
城
町
民
の
た
め
 

に
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
町
の
行
政
改
革
は
、
 

何
よ
り
も
ま
ず
町
民
に
と
っ
て
、
町
行
 

政
の
存
在
根
拠
を
明
確
に
し
、
町
民
に
 

対
し
て
果
た
す
べ
き
任
務
と
役
割
を
自
 

覚
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

町
民
の
多
様
な
行
政
要
求
に
、
適
正
 

か
つ
効
率
的
に
対
応
し
、
高
度
な
満
足
 

を
よ
り
少
な
い
費
用
負
担
に
よ
っ
て
実
 

現
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
 

行
政
改
革
の
基
本
方
針
 

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
 

げ
る
」
こ
と
は
地
方
公
共
団
体
に
課
さ
 

れ
た
業
務
で
あ
り
、
行
政
運
営
の
基
本
 

で
あ
る
。
こ
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
 

現
下
の
町
行
政
を
取
り
ま
く
厳
し
い
環
 

境
を
踏
ま
え
て
、
行
政
全
般
に
つ
い
て
 

た
え
ず
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

①
 
財
政
再
建
計
画
書
に
基
づ
く
基
本
 

方
針
の
確
実
な
る
実
施
 

炭
鉱
閉
山
に
伴
う
地
域
の
疲
弊
を
脱
 

却
す
る
た
め
の
諸
事
業
の
実
施
と
、
住
 

民
要
求
の
多
様
化
に
伴
う
諸
々
の
行
政
 

経
費
の
増
大
に
よ
る
財
政
窮
乏
を
脱
却
 

す
る
た
め
、
財
政
再
建
計
画
を
忠
実
に
 

実
行
し
、
今
後
の
行
財
政
運
営
の
正
常
 

化
と
健
全
化
を
確
立
す
る
こ
と
。
 

行政改革審議会 

勝木会長から町長へ答申書授与 

②
 
行
政
の
簡
素
化
と
効
率
化
 

行
政
改
革
の
目
標
は
行
政
の
簡
素
化
 

と
効
率
化
の
追
求
で
あ
る
。
 

高
度
成
長
期
に
肥
大
化
し
た
行
財
政
 

制
度
を
見
直
し
、
無
駄
を
省
き
町
民
に
 

分
り
や
す
い
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
 

運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
技
術
革
新
の
 

導
入
、
コ
ス
ト
の
縮
減
、
組
織
、
事
務
 

事
業
、
職
員
配
置
及
び
事
務
処
理
を
見
 

直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

③
 
意
識
改
革
と
行
政
の
活
性
化
 

行
政
運
営
の
活
性
化
は
、
直
接
行
政
 

に
携
わ
る
職
員
の
意
識
改
革
と
、
職
員
 

の
志
気
の
向
上
に
か
か
っ
て
い
る
。
職
 

員
が
自
分
の
職
務
に
意
欲
と
誇
り
を
持
 

つ
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
の
充
 

実
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
 

あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
行
政
運
営
の
活
性
化
は
 

行
政
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
行
政
に
 

対
す
る
町
民
の
信
頼
を
か
ち
う
る
上
で
 

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
 

地
方
行
革
の
重
点
事
項
 

一
、
事
務
事
業
の
見
直
し
 

事
務
事
業
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
 

時
代
へ
の
即
応
性
、
必
要
性
、
行
政
効
 

果
、
効
率
性
か
ら
の
観
点
か
ら
町
民
サ
 

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
上
か
ら
、
処
理
 

方
法
の
改
善
を
常
に
配
慮
す
る
必
要
が
 

あ
る
。
 

「
提
言
」
 

m
 

町
の
貸
し
付
け
た
土
地
、
施
設
等
 

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
借
り
受
け
た
 

企
業
か
ら
の
使
用
料
を
契
約
書
に
基
づ
 

き
徴
収
す
べ
き
で
あ
る
。
 

②
 

手
数
料
は
地
方
公
共
団
体
手
数
料
 

令
に
よ
る
も
の
は
そ
の
額
と
し
、
そ
れ
 

以
外
の
も
の
は
公
正
妥
当
な
料
金
を
徴
 

収
す
る
こ
と
。
 

⑧
 

方
城
町
及
び
方
城
町
土
地
開
発
公
 

社
所
有
の
売
却
資
産
（
東
長
浦
団
地
、
 

岩
留
団
地
）
売
却
処
分
に
つ
い
て
は
再
 

建
計
画
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
 

そ
の
処
置
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。
 

④
 

迫
団
地
の
土
地
代
金
7
a
3
l
z
 

9
3
4

円
に
つ
い
て
は
早
急
に
回
収
す
 

る
こ
と
。
 

⑤
 

旧
三
菱
の
町
払
い
下
げ
土
地
及
び
 

社
有
地
に
つ
い
て
は
早
急
に
問
題
解
決
 

す
る
こ
と
。
 

⑥
 

住
宅
新
築
、
改
修
資
金
等
貸
付
金
 

の
長
期
滞
納
の
回
収
率
は
、
 
59
 

年
度
 41
 

パ
ー
セ
ン
ト
歳
入
欠
陥
分
6

&
6
3
4
 

千
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
て
い
 

る
状
態
で
あ
り
、
町
財
政
を
大
き
く
圧
 

迫
し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
 

支
部
長
の
西
村
支
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
 

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
西
村
 

支
部
長
は
「
訓
練
は
一
生
懸
命
に
キ
ビ
 

キ
ビ
と
し
て
ほ
し
い
、
だ
ら
だ
ら
し
て
 

い
る
と
何
回
で
も
、
出
来
る
ま
で
行
う
 

」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
 

続
い
て
、
田
川
地
区
消
防
組
合
金
田
分
 

署
の
「
永
井
分
署
他
2

名
」
 
の
教
官
に
 

よ
る
訓
練
礼
式
が
行
わ
れ
、
約
 50
 

分
で
 

実
技
の
部
は
妬
珍
J
し
、
次
に
町
民
体
育
館
 

で
教
養
（
学
科
）
の
部
に
入
り
ま
し
た
。
 

一
般
教
養
及
び
防
災
映
画
、
救
急
、
応
 

急
処
置
法
実
演
（
人
形
に
よ
る
人
口
呼
 

吸
、
及
び
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
等
、
消
 

防
団
員
と
し
て
身
に
つ
け
た
い
も
の
ば
 

か
り
の
講
義
に
、
 
一
生
懸
命
耳
を
傾
け
 

て
い
ま
し
た
。
 

消防団員の訓練礼式 

徴
収
率
を
上
げ
る
よ
う
手
段
を
講
ず
る
 

べ
き
で
あ
る
。
 

m
 
補
助
金
、
分
担
金
等
に
つ
い
て
は
 

そ
の
効
果
等
を
十
分
検
討
し
、
前
年
度
 

を
上
回
ら
な
い
よ
う
縮
減
に
努
め
る
こ
 

と
が
望
ま
し
い
。
 

ニ
、
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化
 

町
の
行
政
組
織
は
、
国
・
県
の
縦
割
 

行
政
を
反
映
し
て
細
分
化
が
進
み
、
町
 

民
要
求
の
多
様
化
に
よ
っ
て
専
門
部
分
 

化
し
、
組
織
の
硬
直
化
が
進
み
横
の
連
 

携
が
欠
け
、
 

行
政
の
円
滑
な
推
進
を
 

妨
げ
ら
れ
て
い
る
面
が
な
い
と
は
い
え
 

な
い
。
 

縦
割
行
政
の
弊
害
を
除
去
し
、
町
民
 

の
た
め
の
行
政
が
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
 

あ
る
。
 

「
提
言
」
 

m
 

機
構
の
簡
素
合
理
化
の
た
め
各
課
 

室
の
機
構
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

行
政
機
構
図
と
現
実
の
人
員
配
置
表
 

と
相
違
が
あ
る
の
で
、
適
正
に
直
す
べ
 

き
で
あ
る
。
 

②
 
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
方
城
町
 

将
来
の
発
展
に
必
要
で
あ
る
が
、
農
業
 

振
興
研
究
班
は
早
急
に
廃
止
す
べ
き
で
 

あ
る
。
 

⑧
 
課
（
案
）
の
簡
素
効
率
化
に
つ
い
 

て
は
、
小
規
模
組
織
（
課
・
室
）
の
統
 

合
類
似
業
務
の
一
元
化
等
の
観
点
か
ら
 

見
直
し
を
図
り
、
統
廃
合
等
の
可
能
性
 

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。
 

「「 

給
与
の
適
正
化
 

本
町
給
与
の
諸
制
度
に
つ
い
て
は
、
 


